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新日鉄・クボタ・大林・TPT特定共同企業体
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双葉町減容化施設（中間貯蔵施設）における
廃棄物処理その1業務

このパースは完成イメージであり、細部について実際と異なる場合があります。
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燃料式表面溶融炉シャフト炉式ガス化溶融炉

❶

❷

❶ 投入間口が大きく前処理が不要

❷ 高温溶融帯(1700～1800℃)により、
　 多種多様なごみを安定溶融処理

❸ 高温還元雰囲気により、放射性Csを
　 揮発させ、安全で高品質のスラグを産出

熱分解ガス

❸

生成物（スラグ）

焼却対象物
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中間貯蔵施設
予定地内廃棄物
受入分別施設
発生残さ
災害廃棄物

除染廃棄物

焼却灰及びばいじん搬入比率の幅広い
変動に対応
可燃物及び混入した土砂類等、幅広い
処理対象物に対応可能
表面溶融層にて均一な性状で安全な
スラグを産出
緩速回転にて切り出される灰処理対象物
は飛散が少なく灰処理ばいじん量を最小化
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業務概要

仕様

福島県双葉郡双葉町細谷地区
(1)仮設処理施設の設置前事前調査業務
(2)業務用地内の造成業務
(3)仮設処理施設の設計・施工業務
(4)仮設処理施設の運営業務
　 (処理対象物の収集・運搬、生成物・副生成物の運搬を含む。)
新日鉄・クボタ・大林・TPT特定共同企業体
令和2年3月

業 務 用 地
業 務 内 容

受 注 者
処 理 開 始

：150t／日×１炉
：シャフト炉式ガス化溶融炉
：1日あたり24時間連続運転
：中間貯蔵施設予定地内廃棄物
  受入分別施設発生残さ、災害廃棄物、除染廃棄物
：45,000t／年

：150t／日（75t／日・炉×2系列）
：燃料式表面溶融炉
：1日あたり24時間連続運転
：焼却灰、ばいじん、シャフト炉ばいじん
：37,500t／年
　　

処 理 能 力
処 理 方 式
稼 働 時 間
焼却対象物

年間処理量

処 理 能 力
処 理 方 式
稼 働 時 間
灰処理対象物
年間処理量

1 )
2 )
3 )
4 )

5 )

1 )
2 )
3 )
4 )
5 )

（1）仮設焼却施設

（2）仮設灰処理施設

主要設備

処理方式の特徴

全体処理フロー
全体配置

放射性物質
連続監視装置

ばいじん計

排ガス濃度計

ばいじん計 ばいじん計 排ガス濃度計
【測定項目】
水銀

ばいじん計 ばいじん計

煙突

放射性物質
連続監視装置

シャフト炉 表面溶融炉 中央制御室

ばいじん計

排ガス濃度計
【測定項目】
一酸化炭素、硫黄酸化物
窒素酸化物、塩化水素

【測定項目】
一酸化炭素、硫黄酸化物
窒素酸化物、塩化水素

噴射水


